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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、二重特異性タンパク質ホスファターゼサブファミリーのメンバーです。これらのホスファターゼは、ホスホセリン/スレオニン残基とホスホチロシン残基の両方を脱リン酸化することにより、標的キナーゼを不活性化します。また、細胞の増殖と分化に関連するマイトジェン活性化タンパク質（MAP）キナーゼスーパーファミリーのメンバー（MAPK/ERK、SAPK/JNK、p38）を負に制御します。二重特異性ホスファターゼファミリーの異なるメンバーは、様々なMAPキナーゼに対して異なる基質特異性を示し、組織分布と細胞内局在が異なり、細胞外刺激による発現誘導様式も異なります。この遺伝子は、乳がんおよび卵巣がんの感受性を付与するBRCA1遺伝子座を含む領域にマッピングされます。 DUSP3は乳腺組織と卵巣組織の両方で発現しているが、乳腺における変異スクリーニングでは、触媒活性：リン酸化タンパク質 + H(2)O = タンパク質 + リン酸。,触媒活性：タンパク質チロシンリン酸 + H(2)O = タンパク質チロシン + リン酸。,機能：このタンパク質は、チロシンタンパク質リン酸とセリンタンパク質リン酸の両方に対して活性を示す。,類似性：タンパク質チロシンホスファターゼファミリーに属する。非受容体クラス二重特異性サブファミリー。,類似性：1つのチロシンタンパク質ホスファターゼドメインを含む。,
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	DUSP3 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	VHR ポリクローナル抗体を使用した HepG2 細胞のウエスタン ブロット分析。二次抗体は 1:20000 に希釈されました。
	

	パラフィン包埋マウス腎臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

